
 

 

 

 

 

 

  

５月２７日（月）、第１回豊岡市小中一貫教育推進協議会を開催しました。本年度の推進テー

マは【小中一貫教育に係る取組の確かな実践～評価・改善へ～】です。平成２９～令和元年度の

３年間の実践から見えてきたことに基づいた取組の検証と改善策について協議し、次年度から

始まる第２期小中一貫教育の実践につなぐ１年になります。 

 そこで、まず、事務局から本年度の小中一貫教育の推 

進について提案しました。次に、本協議会の座長である 

関西学院大学 教授 佐藤真先生から、「『豊岡こうのとり 

プラン』の深化に向けた授業実践における留意点」と題 

して、講義をいただきました。授業づくりと学級づくり 

の一体化、ふるさと教育、英語教育、コミュニケーショ 

ン教育の充実を支えているのは日々の授業実践であり、 

先生方一人一人の授業力の向上が欠かせません。 

その後の分散会では、「一貫ブロックの取組が、保  

護者にどう見えているのか」をテーマに意見交流を行 

いました。ＰＴＡ代表者からは、 

                  「子どもたちが楽しみながら取り組んでいる。中学進 

学への不安が減っているように思う」 

                  「授業アンケートにより、先生自身が気づき、学ばれ 

ているのがいい」 

                  「便りなどで発信してもらっている。取組の様子（授

業など）を見る機会がもっとあるとありがたい」など 

の意見をいただきました。今回の協議内容を各校及び一貫ブロックの会議で共有していただき、 

今後の取組にいかしていただければ幸いです。 

 

 

実施初年度である平成２９年度は、小中一貫教育に係る実践を確実に行うことに重点を置い

て取組を進めていただきました。本年度は、初年度の実践から見えてきたことに基づいて取組 

全体会終了後、一貫ブロックごとに分散会を行いまし 

た。分散会では、「アプローチ＆スタートカリキュラム」 

の取組において、平成３０年度に重点的に取り組むこと 

について、話し合いや確認を行いました。参加いただき 
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豊岡市小・中学校不登校担当者研修会 

５月３１日（金）に研修会を行いました。「校内研修やケー 

ス会議における『アセス』の活用と支援について」と題して、 

加古川市教育委員会の大山貴史氏に講義をいただきました。 

また、「校種間・学年間連携(情報の引継ぎ)に係る現状と課 

題について」というテーマで、中学校区ごとに情報交換と協議を行いました。本研修を今後

の不登校対策に係る学校間、学校内の連携強化につなげていただきますようお願いします。 


